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信アプリケーションで多く利用されているデータ表現形式である ASN. 1 (Abstract Syntax N otation One :抽象構
文記法 1 )を取り上げ， ASN.l がもっデータ構造に基づくデータベースプログラミング言語，オプジェクト指向デー
タベース管理システムを基盤としたデータ格納部の実現方法，および， ASN.l の符号化・復号化処理を考慮、したデー
タ格納形式を提案している。これにより，プロダラムの開発効率が向上し，通信アプリケーションに要求される性能
を達成できることが示されている。
第三の観点、は，データベースシステムの中核となるデータベース管理システムの観点、であり，特に近年急速に進ん
でいる計算機ネットワークの広帯域化に着目した新しい分散データベース処理手法について論じている。従来の計算
機ネットワークでは，データ通信に利用できる帯域幅が比較的狭かったため，通信データ量を削減することによって
分散処理の高速化が行われていた。しかし，広帯域ネットワークにおいては大量のデータを短時間で転送できるため，
その性質を利用した新しい分散処理手法が求められている。本論文では，データベースをサーバ聞で動的に移動させ
るデータベース移動の技法，および，データベース移動を用いたトランザクション処理手法という，これまでにない
新しい分散データベース処理手法が提案されている。これによって従来よりも高速な分散トランザクション処理が可
能であることがシミュレーション実験を通じて示されている。
以上の研究成果は，高度に発展してきた計算機ネットワーク環境上でのデータベースシステム開発に際して，非常
に貢献するものであり，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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